
- 1 -

身のまわりの環境を探究しよう（配当時間計１２時間）６ ．単元計画
題目 配当時間 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点（ ）

探究Ⅰ ◎環境観測を含む探求活動に取り ◇教師から与えた「環境」という

グループ研究 組み，測定したデータを基に身の 枠の中で自由にテーマを設定させ（ ）

回りの環境を考察する。 る。また実験や観測を必修とし，

データを基に環境問題を考察させ

る。探究テーマの例

◇前の単元の「酸性雨」の学習を河川の水質調査

参考に，実験や観察の方法，デー大気中の二酸化窒素濃度

タの処理，他地域との比較，理論マツの葉の気孔の観察

的な解明，社会的な影響・評価な紫外線の測定

ど，研究方法や研究項目を明らか大気中の浮遊粒子状物質調査

にしながら活動に取り組ませる。生ゴミの堆肥化

◇グループごとに探求活動についごみの減量とリサイクル

てのコミュニケーションを持ち，紙のリサイクルと再生紙づく

教師もその中で議論に加わりながり

ら，お互いに議論しながら課題を河川敷のごみ調査

解決していく体験を積ませるとと酸性雨の影響調査

もに，探究の方向性をチェックす

る。

・中間発表 ◎探求活動の中間発表，まとめの ◇相互評価や意見交換を基に新た

作業 な課題設定，課題の修正等をおこ

◎パワーポイントなどのソフトを なう。

利用したプレゼンテーション

◎探究活動の修正，課題への取り・探究の深化

組み

◎探究活動のまとめ ◇ホームページの形式でコンピュ

ータネットワーク上で発表
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評価の観点と方法 教科学習とのつながり など

＜教科内容とのつながり＞【技能・表現】

・質の高い課題を設定できたか， 「情報活用能力

（自己評価，相互評価） （国語・LIFEⅠほか各教科 」）

・研究を進めるためのコミュニケーショ ・情報を集め，まとめ，表現する

ンがとれたか 「測定機器の活用や操作

（理科・数学 」）

・目盛りの読み方や有効数字【関心・意欲・態度】

・活動の自己評価 「測定条件の統一（理科 」）

（自己評価シート） ・データを比較する方法

「社会的事象の分析（社会 」）

総合的な思考・判断 ・データをもとに実態を把握する【 】

・研究課題を論理的に思考し，まとめる ・他の地域や過去との比較

ことができたか 「結論や結果の類推（数学・理科 」）

（相互評価，記録分析） ・論理的な思考・判断

探究活動の内容によって，様々な能力

が活かされるように指導，助言しながら

展開
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